
林地開発許可申請をしようとする皆様へ（別紙） 

 

林地開発許可の申請にあたっては、静岡県林地開発許可審査基準及び留意事項（以下

「審査基準」）に規定する事項について、河川管理者の同意を得る必要があります。 

 

１ 林地開発許可申請者が河川管理者に調整(確認・同意)を求める事項 

 審査基準 確認・ 

同意事項 

詳細 

A 

※1 

別記２ １(1) 調査範囲 ピーク流量の増加率が１％未満の範囲であっても、

安全に流下させることができないと判断される地点 

B 別記２ １(1) 狭窄地点 調査範囲で選定した「そのピーク流量を流下させる

ことのできない地点」及び A で助言を受けた地点

（狭窄地点） 

C 別記２ ２ ネック 

ポイント 

狭窄地点から決定した、「当該開発行為による影響を

最も強く受ける地点」（ネックポイント） 

D 第２章第２の７(2)

エ 

河川等への 

接続※2 

河川等まで導くよう計画された排水施設 

※1：同意を求める事項には該当しませんが、審査基準の規定＝「当該ピーク流量の増加率が１％未満の範囲

であっても、当該管理者が安全に流下させることができないと判断する地点がある場合は、その地点も

狭窄地点として選定する」に基づく助言が行われた場合は、当該地点の調査が必要です。 

※2：別途河川法第 24・26 条等の規定による許可申請が必要です。 

 

２ 確認及び同意の取得を必要とする対象 

B：調査範囲における河川等の管理者。 

C：調査範囲及び A の助言があった地点における河川等の管理者。 

D：流末排水施設の接続先(一次放流先)河川等の管理者。 

ただし、第一次放流先の河川等の管理者が河川等の管理に著しい影響を及ぼすと判断する場合

には、必要な範囲の下流河川等の管理者。 

 

３ 同意取得までの流れ 

 A 調査地点の助言 

 

河川管理者
（各河川担当部局）

　　①申請意向伝達

⑦助言依頼（様式2-2）

⑧助言依頼に対する回答（様式3）

⑤事前確認・指導

申請者
④調査範囲について検討、

資料作成

③既存情報の収集

審査者
(農林事務所・森林保全課)

②案件概要を情報提供（様式１）

⑥助言依頼連絡（様式2-1）

⑨助言依頼に対する回答（様式3）
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 B,C 狭窄地点・ネックポイントの確認・同意 

 

 

 D 河川等への接続同意 

 

 

４ 事業計画変更時の取扱い 

事業計画を変更する際、変更後の計画が、同意を得た内容より河川等への負荷を増加させる場

合は、改めて河川管理者等との調整が必要です。 

 

５ 適用範囲 

 ・上記１～３は、審査基準第２章第２の１(4)及び第３の 1(4)に規定する事業に適用する。 

 ・審査基準第２章第２の１(1)～(3)及び第３の 1(1)～(3)に規定する事業については、当該法令

の基準に従い河川協議を行うため、適用範囲から除外する。 

  

河川管理者
（各河川担当部局）

⑭確認の結果を回答（様式6-1）
(不同意の場合、⑩に戻る)

⑪事前確認・指導

申請者
⑩狭窄地点の選定、

ネックポイントの選定について
検討、資料作成

⑬確認(同意)を依頼（様式5）

審査者
(農林事務所・森林保全課)

⑫事前確認の完了を通知（様式4）

⑮確認の結果の報告(様式6-2)

河川管理者
　　⑰許可申請(※) （各河川担当部局）

21確認の結果を回答(様式9-1)
(不同意の場合、⑯に戻る)

⑳Dに係る確認・同意の依頼(様式8）

(河川法第24条、26条の許可申請)

⑱審査・補正

申請者
⑯調整池等の詳細設計

⑭BCに係る同意

審査者
(農林事務所・森林保全課)

⑲調整池等の審査結果を通知（様式7)

22確認の結果を報告(様式9-2)
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(参考) 

調査すべき具体的事項 調査区域 参考となる資料 

○河川等の系統及び管理者 

○洪水流量 

 ア）集水区域(面積、支川の合流等) 

 イ）集水区域の土地利用(流出係数) 

 ウ）流路延長(到達時間) 

○河川の流下能力 

 ア）流下断面積 

 イ）河床・護岸の構造(粗度係数) 

 ウ）縦断こう配 

 エ）河川施設の有無 

○海まで 

○調査範囲及び 

A の助言があった地点 

 

 

○調査範囲及び 

A の助言があった地点 

 

・河川台帳 

・河川計画 

・既存調査資料 

 


